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サンフランシスコ講和会議で「憎悪は憎悪に
よって消え去るものではなく，ただ愛によっての
み消え去るものである」という釈尊の言葉を引用
して日本への賠償請求権を放棄し，日本の復興を
望むと宣言した人物がいた．後のスリランカ大統
領となるジュニウス ・リチャード ・ジャヤワル
ダナ（Junius Richard Jayewardene）である．彼
はスリランカ独立とその後の発展にも関わった偉
大な指導者であり，遺言により彼の角膜の一つは
日本人に移植されたというほどに終生日本に好意
を抱き続けた人物でもある．その話を知らないス
リランカ人はいないと言っても過言ではないにも
拘わらず，逆に日本ではその存在が全くと言って
よいほど知られていない．
この様な状況で日本とスリランカの国際交流と
いう視点から彼について研究していく中，筆者は
鎌倉大仏殿高徳院にある彼の顕彰碑の存在に行き
当たった．その鎌倉大仏殿高徳院にあるジャヤワ
ルダナ顕彰碑建立の背景を基点に，ジャヤワルダ
ナと日本の関係，特にサンフランシスコ講和会議
における有名な「日本への戦争賠償放棄の演説」
に関連する事項にテーマを絞りこの論文では検討
した．具体的には顕彰碑が鎌倉大仏殿高徳院に建
てられた経緯を洗い出すことで，彼が日本擁護の
演説を行った理由及びその後も親日的な政治家と
して日本とスリランカの友好関係に貢献した彼の
行動に表れている思想の背景や政治的な意味等を
考察し，更にそれを受けての日本社会の対応や日
本での知名度が低い理由，そして，これらのこと
を通して日本とスリランカの関係について考えて
いく．
論文の構成としては，まず第 1章ではスリラン
カの歴史や国の特徴等の基本情報とジャヤワルダ
ナの経歴等について書いていく．
第 2章ではサンフランシスコ講和会議でジャヤ
ワルダナが行った演説について書いていくが，そ
のために講和会議が行われた頃の世界情勢や日本
の立場，1948年にセイロンとして独立したばかり
のスリランカの国際的な立場や国内の状況，そし
て，講和会議の前に日本に立寄った際のジャヤワ
ルダナのことについても情報を整理する．更に，
講和会議での彼の演説に対する日本の反応につい
ても当時の日本の新聞記事等から読み取ってい
く．
第 3章ではジャヤワルダナが日本のことをどの
ように考えていたのか，彼の著書や筆者が行った
駐日スリランカ大使へのインタビュー内容，スリ
ランカの J. R. Jayewardene Centerの展示物で
日本の物だけが特別に別館に置かれているなどの
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情報を通して記す．
第 4章では，ジャヤワルダナもしくはスリラン
カと関わりのある日本人や組織へ筆者が行ったイ
ンタビュー内容や日本の皇室とジャヤワルダナの
関係を新聞記事等から考察することで，日本人か
ら見たジャヤワルダナについて書いていく．
第 5章では鎌倉大仏殿高徳院にあるジャヤワル
ダナ顕彰碑建立の経緯について記す．特に，アジ
ア文化交流協会理事長の上坂元一人氏が当時のこ
とを詳しく記した手稿を主要な資料とし，建立の
経緯や顕彰碑の除幕式前後に行われたジャヤワル
ダナの日本旅行について第 1章から第 4章まで書
いた内容を交えて整理する．
そして，終章で今後の日本とスリランカの関係
等についても考察しながらこの論文の結論を示
す．
サンフランシスコ講和会議はアメリカやイギリ
スが筋書をある程度作っていただろうが，それは
冷戦のためのもので，アジアの国々のことは考慮
されていなかった．講和会議でのジャヤワルダナ
の演説がアジアの国々の日本に対する悪感情を緩
和し，日本はその後よりスムーズに他の国との関
係を再構築できた．それは決して小さな影響では
なかったはずだ．しかし，日本は高度経済成長に
よる驕りや国際事情などの様々な要因で彼のこと
を忘れてしまう．それはせっかく良好な国同士の
関係を壊してしまう可能性もある．戦争等の罪の
記憶だけでなく，グローバル化の時代において良
好な関係を築き続けるには過去の恩やプラスな出
来事も覚えておくべき重要なものだ．
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